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一　
は
じ
め
に
　
明
治
の
初
年
、「
吾
妻（
蒲
）能
」「
吾
妻
狂
言
」、
ま
た
は
「
今
様
能
」「
照
葉
能
」
「
照
葉
狂
言
」
な
ど
、「
能
」
も
し
く
は
「
狂
言
」
と
い
う
名
前
を
持
つ
興
行
が
全
国
各
地
で
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
芸
能
の
大
き
な
特
徴
は
芸
妓
・
踊
り
師
匠
な
ど
の
女
性
が
男
性
と
と
も
に
舞
台
を
勤
め
る
こ
と
と
、
囃
子
に
三
味
線
が
入
る
こ
と
で
あ
る
。
基
本
的
に
は
日
本
舞
踊
の
興
行
と
考
え
て
よ
い
。
東
京
で
の
日
吉
吉
左
衛
門
が
中
心
に
な
っ
て
興
行
し
た
「
吾
妻
能
」
と
、
堀
井
仙
助
・
林
寿
三
郎
が
中
心
の
「
照
葉
能
」「
今
様
能
」
が
多
い
が
、
名
称
が
違
っ
て
も
当
時
同
じ
演
劇
ジ
ャ
ン
ル
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
興
行
に
よ
っ
て
内
容
は
異
な
る
が
、
大
き
く
『
囃
子
に
三
味
線
が
入
る
、「
能
」
を
基
と
し
た
芸
能
』
と
い
う
形
で
括
る
こ
と
が
出
来
る
。
本
稿
で
は
こ
の
よ
う
な
興
行
を
全
て
「
吾
妻
能
」
の
名
称
で
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。
名
古
屋
で
も
明
治
六
年
七
月
に
若
宮
境
内
の
芝
居
小
屋
に
お
い
て
七
日
間
程
の
興
行
と
し
て
行
わ
れ
た
。「
棄
拾
雑
（
釜
）集
」
に
は
「
元
御
役
者
西
村
大
蔵
を
初
狂
言
方
・
四
拍
子
共
玄
人
交
女
芸
者
踊
り
師
匠
共
稽
古
致
シ
、
常
磐
津
・
豊
後
・
義
太
夫
・
浄
瑠
璃
を
交
へ
、
照
ニ
葉
能
取
組
尾
国
連
中
ニ
而
興
行
」
と
載
る
。
で
は
な
ぜ
本
来
日
本
舞
踊
の
公
演
と
し
て
行
っ
て
も
よ
い
よ
う
な
公
演
に
、「
能
」「
狂
言
」
と
い
う
名
前
を
つ
け
て
興
行
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
に
関
し
て
の
研
究
は
従
来
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
う
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
興
行
が
な
ぜ
「
能
」
と
い
う
名
前
を
つ
け
、
「
謡
曲
」
を
基
と
し
て
行
わ
れ
た
の
か
を
、
当
時
の
「
芸
妓
」「
浄
瑠
璃
」「
俳
優
」
な
ど
の
社
会
的
地
位
と
、「
謡
曲
」「
能
楽
」
及
び
そ
れ
を
愛
好
す
る
人
々
の
「
能
」
へ
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
考
え
て
行
き
た
い
。
二　
「
芸
妓
」
に
対
す
る
世
間
の
評
価
　
明
治
維
新
期
、「
遊
郭
」
は
、
そ
の
費
用
の
た
め
に
没
落
す
る
商
人
が
で
た
り
、
あ
る
い
は
性
病
が
流
行
る
な
ど
の
理
由
か
ら
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
そ
れ
ら
遊
女
が
遊
郭
に
抱
え
ら
れ
る
の
は
、
親
類
の
借
金
の
代
わ
り
と
言
う
形
で
、
実
質
的
な
人
身
売
買
で
あ
っ
た
。
明
治
初
年
に
は
こ
の
よ
う
な
実
質
的
な
人
身
売
買
を
無
く
し
、
遊
郭
を
禁
止
し
た
い
と
い
う
動
き
が
あ
っ
た
。
「
吾
妻
能
」
の
周
辺
─
─
「
趣
味
」
と
「
階
級
」
─
─
飯　
　
塚　
　
恵 
理 
人＊
飯　塚　恵理人
二
明
治
五
年
六
月
に
は
、
愛
知
県
よ
り
史
官
宛
に
「
声
妓
貰
子
等
禁
止
ノ
儀
建（
鎌
）言
」
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
娼
妓
を
禁
止
す
る
と
と
も
に
、
遊
郭
営
業
者
な
ど
が
幼
児
を
「
貰
子
」
と
し
て
養
い
、
成
長
し
て
か
ら
「
娼
妓
」
と
す
る
と
い
う
、
遊
郭
の
存
続
を
可
能
に
し
て
い
る
貰
子
制
度
を
禁
止
し
た
い
と
い
う
建
言
で
あ
る
。
こ
れ
を
引
用
す
る
と
、
　
　
　
管
下
名
古
屋
ノ
儀
ハ
従
来
声
妓
渡
世
ノ
者
有
之
候
処
右
ハ
往
々
貧
民
ノ
女
ヲ
養
ヒ
其
女
妹
ト
称
シ
幼
年
ヨ
リ
歌
舞
雑
曲
ニ
従
事
セ
シ
メ
僅
ニ
十
一
二
歳
ニ
至
リ
候
ヘ
ハ
則
其
技
ヲ
以
テ
淫
楽
不
正
ノ
地
ニ
媚
ヲ
售
ラ
シ
メ
其
児
女
モ
亦
其
家
ニ
在
候
テ
ハ
弊
衣
自
ラ
蔽
フ
能
ハ
ザ
ル
モ
一
旦
地
ヲ
妓
ニ
占
シ
候
ヘ
ハ
綺
羅
重
襲
飲
食
舞
楽
ノ
地
ニ
営
生
候
ヲ
以
テ
兢
テ
妓
ト
成
候
ヲ
欲
シ
其
害
只
其
一
身
淫
楽
ニ
畢
生
候
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
丁
壮
ノ
男
子
ヲ
蠱
惑
シ
開
化
進
歩
ノ
壅
蔽
ヲ
成
ス
ニ
至
リ
候
右
ハ
追
々
規
矩
相
立
右
ノ
如
キ
游
手
無
産
ノ
者
ハ
漸
ヲ
以
正
業
ニ
帰
セ
シ
ム
ヘ
ク
候
ヘ
共
先
其
蕃
殖
ノ
源
ヲ
防
カ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
且
県
下
ノ
俗
貰
子
ト
称
シ
家
ヲ
継
シ
メ
候
子
女
ノ
外
聊
ノ
土
産
金
ヲ
以
テ
人
ノ
子
弟
ヲ
貰
受
売
奴
ニ
等
ク
生
涯
駆
使
候
ノ
風
習
有
之
右
ハ
其
父
兄
ニ
代
リ
養
育
候
ト
ハ
乍
申
当
然
童
蒙
ヲ
教
育
候
方
法
モ
不
施
専
ラ
駆
役
ニ
供
シ
竟
ニ
生
涯
傭
人
僕
婢
ノ
境
界
ニ
奔
馳
シ
テ
自
由
ノ
権
力
ヲ
施
ス
ヲ
得
サ
ラ
シ
メ
候
就
テ
ハ
自
今
貰
子
ハ
勿
論
タ
ト
ヘ
養
児
養
女
タ
リ
ト
モ
其
家
ヲ
継
カ
シ
ム
ル
カ
或
ハ
不
得
止
情
態
有
之
候
者
ノ
外
謂
ナ
ク
人
ノ
子
女
ヲ
養
フ
ヲ
禁
シ
右
両
様
ノ
弊
害
ヲ
匡
救
可
仕
然
ル
ニ
如
此
ノ
類
ハ
特
ニ
当
県
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
各
地
方
ニ
モ
往
々
称
ヲ
異
ニ
シ
彙
ヲ
別
ニ
シ
テ
其
実
一
ナ
ル
者
少
ナ
カ
ラ
ス
麗
運
日
進
ノ
今
日
一
般
御
禁
止
相
成
候
ハ
ヽ
大
ニ
賛
化
ノ
功
ヲ
奏
ス
ヘ
ク
此
段
申
上
候
以
上
　
　
　
壬
申
六
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愛
知
県
　
　
　
　
　
史
官
御
中
と
な
る
。
娼
妓
・
芸
妓
の
問
題
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
を
可
能
に
し
て
い
た
貰
子
制
度
に
ま
で
立
ち
入
っ
て
禁
止
を
建
言
し
た
と
こ
ろ
に
こ
の
愛
知
県
の
建
言
の
新
し
さ
が
あ
る
。
こ
の
建
言
の
効
果
が
あ
っ
た
か
は
現
在
資
料
的
に
確
か
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
明
治
五
年
十
月
、
明
治
政
府
は
「
芸
娼
妓
解
放
（
噛
）令
」〔
太
政
官
第
二
九
五
号
、
布
告　
十
月
二
日
〕
を
出
し
た
。
関
係
す
る
部
分
を
引
用
す
る
と
　
　
一
、 　
人
身
を
売
買
致
シ
、
終
身
又
ハ
年
期
ヲ
限
リ
其
主
人
ノ
存
意
ニ
任
セ
虐
使
致
シ
候
ハ
、
人
倫
ニ
背
キ
有
マ
ジ
キ
事
ニ
付
、
古
来
制
禁
ノ
処
、
従
来
年
期
奉
公
等
種
々
ノ
名
目
ヲ
以
テ
奉
公
住
為
致
、
其
実
売
買
同
様
ノ
所
業
ニ
至
リ
、
以
ノ
外
ノ
事
ニ
付
、
自
今
可
為
厳
禁
事
。
　
　
　
　
　
　
　
［
中
略
］
　
　
一
、 　
娼
妓
・
芸
妓
等
年
季
奉
公
人
一
切
解
放
可
致
。
右
ニ
付
テ
ノ
貸
借
訴
訟
総
テ
不
取
上
候
事
。
　
　
右
之
通
被
定
候
条
、
屹
度
可
相
守
事
。
と
な
る
。
愛
知
県
の
建
言
と
異
な
り
「
貰
子
」
制
度
に
は
言
及
し
て
い
な
い
が
人
身
売
買
を
禁
止
す
る
と
い
う
内
容
で
め
ざ
す
方
向
は
一
致
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
娼
妓
・
芸
妓
は
そ
れ
以
前
の
借
金
に
よ
っ
て
遊
郭
か
ら
し
ば
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
法
律
上
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
遊
郭
業
者
の
巻
き
返
し
に
あ
い
、
東
京
府
で
は
「
本
人
真
意
ヨ
リ
出
願
」
で
あ
れ
ば
、
遊
女
で
あ
る
娼
妓
と
芸
を
す
る
芸
妓
と
に
区
別
を
つ
け
、
娼
妓
・
芸
妓
を
公
認
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
同
様
の
法
令
が
次
々
と
各
府
県
で
も
施
行
さ
れ
た
。
明
治
六
年
十
二
月
十
日
の
「
東
京
府
貸
座
敷
及
び
芸
娼
妓
規（
鴨
）則
」
で
は
、
娼
妓
・
芸
妓
に
鑑
札
を
渡
し
、
こ
れ
を
も
つ
者
に
営
業
を
許
可
す
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
娼
妓
規
則
」
の
一
部
を
引
用
す
る
と
、
　
　
　
　
　
娼
妓
規
則
　
　
第
一
条　
 
娼
妓
渡
世
本
人
真
意
ヨ
リ
出
願
之
者
ハ
、
情
実
取
糺
シ
候
上
差
許
シ
鑑
札
可
相
渡
。
尤
十
五
歳
以
下
之
者
へ
ハ
免
許
不
相
成
候
「吾妻能」の周辺
三
事
。
　
　
　
　
　
　
　
但
寄
留
之
者
ハ
本
籍
引
合
之
上
可
差
許
事
。
と
な
る
。
娼
妓
の
鑑
札
料
は
第
五
条
に
よ
れ
ば
月
々
二
円
で
あ
る
。
ま
た
第
六
条
に
「
毎
月
両
度
ヅ
ヽ
医
員
之
検
査
ヲ
受
ケ
其
差
図
ニ
従
フ
ベ
シ
。」
と
決
め
ら
れ
た
。
次
に
「
芸
妓
規
則
」
を
見
る
と
、
　
　
　
　
　
芸
妓
規
則
　
　
第
一
条　
芸
妓
渡
世
之
モ
ノ
ハ
出
願
之
上
鑑
札
可
申
受
事
。
　
　
第
二
条　
娼
妓
ニ
紛
敷
所
業
一
切
不
成
相
候
事
。
　
　
第
三
条　
 
犯
則
之
者
ハ
互
ニ
吟
味
シ
可
訴
出
候
。
若
シ
情
ヲ
知
テ
不
訴
出
モ
ノ
ハ
屹
度
所
分
可
申
付
事
。
　
　
第
四
条　
月
々
鑑
札
料
三
円
可
相
納
事
。
　
　
右
之
条
々
堅
可
相
守
モ
ノ
也
。
と
あ
る
。
芸
妓
は
娼
妓
と
同
様
の
こ
と
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
決
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
か
わ
り
「
医
員
之
検
査
」
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
こ
の
「
医
員
之
検
査
」
の
有
無
が
、
待
遇
の
大
き
な
違
い
で
あ
る
。
規
則
に
よ
っ
て
、
芸
妓
と
娼
妓
と
に
法
律
的
な
違
い
が
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
質
的
に
そ
の
境
は
極
め
て
曖
昧
な
も
の
だ
っ
た
。
規
制
に
違
反
し
て
捕
ら
え
ら
れ
た
芸
妓
が
多
か
っ
た
こ
と
は
、「
読
売
新
聞
」
明
治
九
年
五
月
二
十
四
日
朝
刊
三
面
の
、
中
島
座
の
中
村
重
蔵
と
坂
東
橘
三
郎
が
相
手
と
し
た
芸
妓
と
と
も
に
捕
ま
っ
た
と
い
う
記
事
（
こ
の
記
事
で
は
座
名
・
人
名
と
も
実
名
は
伏
せ
ら
れ
て
お
り
、
芸
妓
の
名
も
載
ら
な
い
）
な
ど
か
ら
知
ら
れ
る
。
こ
れ
を
引
用
す
る
と
、
　
　
○　
一
昨
ば
ん
蠣
が
ら
町
三
丁
目
の
待
合
茶
屋
で
芸
妓
と
一
所
に
寝
て
居
た
中
何
座
の
中
村
何
蔵
と
か
に
坂
東
何
三
郎
と
か
い
ふ
俳
優
が
芸
妓
と
一
所
に
引
か
れ
た
と
又
浜
町
二
丁
目
の
待
合
茶
屋
で
ハ
地
獄
が
四
人
召
と
ら
れ
た
と
近
所
で
大
評
判
た
し
か
な
こ
と
ハ
ま
た
追
て
と
な
る
。
明
治
初
年
の
段
階
で
芸
妓
と
娼
妓
の
境
は
極
め
て
曖
昧
で
あ
り
、
ま
た
芸
妓
の
社
会
的
地
位
は
極
め
て
低
い
も
の
だ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
三　
「
俳
優
」「
遊
芸
師
匠
」
に
対
す
る
世
間
の
評
価
　
次
に
、
男
性
の
「
俳
優
」「
義
太
夫
」
な
ど
の
諸
芸
人
の
評
価
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
と
い
う
と
、
一
般
の
女
性
を
堕
落
さ
せ
る
も
の
で
、
や
は
り
差
別
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、「
読
売
新
聞
」
明
治
九
年
八
月
五
日
朝
刊
三
面
に
　
　
○　
一
筆
し
め
し
候
暑
さ
の
御
障
り
も
な
ふ
御
め
で
た
く
ぞ
ん
じ
あ
げ
候
さ
て
ハ
日
々
お
骨
折
の
お
蔭
に
て
不
束
の
わ
た
く
し
ど
も
ま
で
へ
開
化
の
御
代
の
有
り
が
た
さ
を
御
示
し
下
さ
れ
山
々
あ
り
が
た
く
存
上
げ
候
ま
ゝ
御
禮
な
が
ら
一
ッ
御
尋
申
し
た
き
訳
ハ
誠
に
申
し
あ
げ
に
く
き
事
に
候
え
ど
も
毎
度
女
の
身
に
て
お
金
を
取
り
候
を
地
獄
と
か
亡
者
と
か
畜
生
同
様
に
仰
せ
ら
れ
候
え
ど
も
男
に
も
役
者
は
な
し
家
義
太
夫
か
た
り
其
ほ
か
諸
芸
人
の
う
ち
に
ハ
前
を
売
る
お
人
が
沢
山
あ
る
と
噂
に
も
承
は
り
候
彼
や
う
な
人
を
何
と
も
お
書
立
て
な
く
女
ば
か
り
お
い
ぢ
め
な
さ
れ
候
て
ハ
何
如
と
ぞ
ん
じ
併
し
是
ま
で
の
日
本
の
教
へ
ハ
女
ハ
一
生
男
に
従
が
は
ね
バ
な
ら
ぬ
と
承
り
居
り
候
え
ど
も
今
ハ
開
化
の
御
時
節
に
て
男
女
同
権
と
か
に
候
え
バ
男
の
地
獄
を
女
の
身
に
て
自
由
に
い
た
し
候
て
も
宜
し
き
事
に
ご
ざ
候
や
伺
が
ひ
た
く
ま
た
男
地
獄
に
も
御
規
則
が
御
座
候
や
是
ま
た
伺
が
ひ
度
ぞ
ん
じ
候
あ
ら
ぐ
げ
め
で
度
か
し
こ
 
新
吉
原
仲
の
町　
岡
屋
き
の　
　
　
返
す
グ
げ
も
私
ど
も
ハ
男
の
恥
と
存
じ
居
り
候
え
ど
も
わ
か
り
兼
候
ま
ゝ
委
し
く
御
返
事
ね
が
い
候　
か
し
こ
と
な
る
。
こ
の
記
事
は
、
役
者
・
落
語
家
・
義
太
夫
、
そ
の
ほ
か
の
諸
芸
人
が
女
性
を
客
と
し
て
男
の
娼
妓
の
よ
う
な
行
為
を
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
男
性
に
は
「
娼
妓
規
則
」
の
よ
う
な
「
規
則
」
が
な
い
の
は
不
公
平
だ
飯　塚　恵理人
四
と
い
う
形
で
痛
烈
に
批
判
し
て
い
る
。
俳
優
の
所
業
が
風
紀
上
よ
く
な
い
と
い
う
指
摘
は
、
こ
の
時
期
非
常
に
多
い
。
藤
田
長
次
郎
・
山
岸
富
三
郎
・
長
谷
部
将
曹
の
「
劇
場
俳
優
謡
曲
技
芸
者
改
正
会
社
設
立
并
収
税
建
言
（
栢
）書
」（
明
治
七
年
十
月
十
三
日
）
は
、
当
時
の
俳
優
・
遊
芸
人
に
つ
い
て
「
然
ル
ニ
俳
優
以
下
艶
曲
ヲ
事
ト
ス
ル
徒
ニ
於
テ
ハ
其
猥
リ
ナ
ル
コ
ト
言
フ
ヘ
カ
ラ
ス
一
介
ノ
理
ヲ
タ
モ
守
ル
者
ア
ル
コ
ト
ナ
ク
其
行
畜
類
ニ
均
キ
ア
リ
其
市
上
ヲ
往
来
ス
ル
ヲ
見
ル
ニ
馬
車
ニ
乗
シ
許
多
ノ
跟
伴
ヲ
随
ヒ
装
飾
ノ
華
麗
ナ
ル
動
止
ノ
倨
傲
ナ
ル
高
官
華
族
ニ
モ
踰
ル
者
ア
リ
是
皆
婦
女
ヲ
騙
シ
児
輩
ヲ
哄
キ
淫
毒
ヲ
流
シ
風
儀
ヲ
壊
ル
コ
ト
狐
狸
ノ
如
キ
ワ
サ
ヲ
ナ
シ
テ
得
ル
所
ノ
銭
ヲ
以
テ
此
盛
装
ヲ
為
ス
也
若
是
ヲ
シ
モ
自
権
ナ
リ
ト
謂
ハ
ヽ
彼
ノ
博
徒
衒
盗
ノ
党
モ
亦
自
権
也
ト
謂
ハ
サ
ル
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
ニ
似
タ
リ
」
と
女
性
を
騙
し
た
金
で
贅
沢
を
し
て
お
り
、
博
徒
と
異
な
ら
な
い
と
批
判
し
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
、
芸
妓
の
み
な
ら
ず
俳
優
な
ど
男
性
の
芸
人
も
、
社
会
の
風
紀
を
乱
す
も
の
と
し
て
、
社
会
的
身
分
は
低
い
も
の
と
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
四　
「
浄
瑠
璃
」「
長
唄
」「
清
元
」
の
本
文
に
関
す
る
評
価
　
浄
瑠（
茅
）璃
・
長
唄
な
ど
に
つ
い
て
は
、
駆
落
ち
や
心
中
を
誘
発
す
る
と
い
う
批
判
と
、
猥
褻
な
言
葉
が
あ
る
と
い
う
批
判
の
両
方
と
が
存
在
し
た
。
実
際
に
心
中
事
件
な
ど
が
あ
っ
た
時
に
、
浄
瑠
璃
の
影
響
で
は
無
い
か
と
い
う
記
事
も
で
て
い
る
。「
読
売
新
聞
」
明
治
八
年
三
月
十
七
日
朝
刊
一
面
に
載
る
心
中
事
件
の
記
事
を
引
用
す
る
と
、「
兎
角
情
死
と
い
ふ
事
が
止
み
ま
せ
ん
が
理
屈
を
な
ら
べ
立
て
い
ふ
と
浄
瑠
璃
と
い
ふ
も
の
が
実
に
よ
く
な
い
も
の
で
道
行
や
情
死
の
事
を
小
さ
い
う
ち
か
ら
女
の
子
供
な
ど
に
唄
は
せ
る
か
ら
自
然
と
腹
へ
は
い
つ
て
居
て
稍
も
す
る
と
浄
瑠
璃
の
文
句
が
真
似
た
く
成
る
ゆ
ゑ
に
子
供
の
う
ち
か
ら
醜
い
や
ら
し
い行
こ
と
ハ
見
せ
ず
聞
せ
ず
し
て
育
て
た
ら
少
し
ハ
こ
ん
な
愚
な
事
も
な
く
な
ろ
ふ
か
と
お
も
は
れ
ま
す
」
と
あ
る
。
こ
の
記
事
な
ど
は
、
浄
瑠
璃
を
子
供
に
習
わ
せ
る
こ
と
の
批
判
に
も
な
っ
て
お
り
、
逆
に
「
女
の
子
供
」
で
「
小
さ
い
う
ち
か
ら
」「
唄
は
せ
」
ら
れ
て
い
た
人
が
か
な
り
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
長
唄
・
浄
瑠
璃
の
本
文
が
「
猥
褻
」
と
問
題
と
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
芸
人
自
ら
本
文
を
変
え
る
場
合
も
あ
っ
た
。「
読
売
新
聞
」
明
治
八
年
十
一
月
十
二
日
朝
刊
二
面
に
は
、
杵
屋
勘
五
郎
が
長
唄
の
本
文
を
変
え
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
引
用
す
る
と
、
　
　
○
長
唄
ハ
常
盤
津
や
清
元
よ
り
も
上
品
な
も
の
な
れ
ど
文
句
の
中
に
ハ
随
分
い
や
ら
し
い
と
こ
ろ
も
有
ま
し
た
が
先
ご
ろ
根
岸
の
杵
屋
勘
五
郎
が
工
夫
し
て
い
や
み
な
文
句
を
ぬ
き
替
へ
此
ご
ろ
き
け
バ
成
ほ
ど
文
句
が
よ
く
成
ッ
て
聞
苦
し
い
こ
と
ハ
有
ま
せ
ん
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
個
人
レ
ベ
ル
の
本
文
改
良
で
は
、
そ
の
本
文
の
普
及
に
限
界
が
あ
る
。
明
治
十
年
代
に
入
る
と
長
唄
の
本
文
改
良
が
文
部
省
の
主
導
で
も
行
わ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、「
読
売
新
聞
」
明
治
十
六
年
八
月
二
日
朝
刊
二
面
に
猥
褻
な
文
を
持
つ
稽
古
本
の
取
締
り
の
記
事
が
載
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
。
こ
の
記
事
を
引
用
す
る
と
、
　
　
○
始
め
て
怖
い
恥
し
い
跡
で
嬉
し
い
枕
し
て
の
四
に
抱
か
れ
て
手
ご
と
ゝ
や
ら
で
二
人
シ
ツ
ポ
リ
汗
か
い
て
な
ど
猥
褻
極
ま
ッ
た
文
句
の
多
い
浄
瑠
璃
長
唄
端
唄
等
を
公
然
と
親
兄
弟
の
前
で
娘
子
供
の
語
る
ハ
聞
苦
し
い
の
み
な
ら
ず
夫
が
為
め
風
俗
を
も
乱
す
ゆ
ゑ
改
正
す
る
か
廃
止
す
る
か
し
た
い
と
ハ
度
々
投
書
家
先
生
の
御
注
意
な
り
し
が
今
度
其
筋
に
て
取
調
べ
ら
れ
風
俗
を
乱
す
べ
き
猥
褻
の
文
句
あ
る
稽
古
本
ハ
残
ら
ず
其
板
を
潰
し
て
売
捌
き
を
禁
じ
ま
た
是
等
馬
鹿
々
々
し
き
文
句
を
女
子
供
に
習
は
せ
る
事
を
も
止
め
ら
れ
る
と
い
ふ
と
な
る
。
こ
の
試
み
は
翌
十
七
年
冬
に
は
具
体
化
し
、
本
文
を
改
良
し
た
稽
古
「吾妻能」の周辺
五
本
が
作
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、「
読
売
新
聞
」
明
治
十
七
年
十
二
月
二
十
日
朝
刊
三
面
に
　
　
○　
長
唄　
我
邦
に
行
は
る
ゝ
俗
楽
中
最
も
品
も
よ
く
文
句
も
優
美
な
る
ハ
琴
に
続
い
て
長
唄
な
れ
バ
是
に
改
良
を
加
へ
て
完
全
な
る
音
楽
の
一
部
に
せ
ん
と
文
部
省
所
轄
の
九
段
富
士
見
町
の
音
楽
取
調
局
に
て
ハ
有
名
な
る
杵
屋
三
郎
助
を
雇
ひ
て
節
付
を
直
し
風
俗
を
害
す
る
様
な
猥
褻
の
文
句
を
改
た
め
既
に
在
来
の
稽
古
本
の
う
ち
二
十
余
冊
の
改
良
を
終
り
た
れ
バ
近
々
其
道
の
者
へ
配
布
さ
れ
る
や
に
聞
く
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
長
唄
な
ど
の
本
文
の
改
良
運
動
は
、
長
唄
を
遊
郭
と
異
な
っ
た
方
向
に
拡
張
し
、
愛
好
者
の
層
を
少
し
ず
つ
変
え
て
い
っ
た
。「
読
売
新
聞
」
明
治
二
十
二
年
十
月
十
五
日
朝
刊
二
面
の
「
演
芸
協
会
景
況
」
で
は
、
十
月
十
三
日
に
貴
顕
紳
士
も
出
席
し
て
鹿
鳴
館
で
行
わ
れ
た
演
芸
協
会
で
の
浄
瑠
璃
に
つ
い
て
触
れ
、「
清
元
連
中
の
語
り
も
の
河
竹
新
七
氏
の
作
九
十
賀
の
浄
瑠
璃
ハ
例
の
清
元
と
ハ
違
ひ
一
中
節
荻
江
折
衷
と
い
ふ
貴
顕
の
御
前
で
も
恥
か
し
か
ら
ぬ
高
尚
な
る
浄
瑠
璃
に
て
有
け
り
」
と
書
か
れ
、
本
文
の
改
良
し
た
曲
に
つ
い
て
は
、
上
流
階
級
の
前
で
も
正
式
な
場
で
演
奏
さ
れ
る
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
と
言
え
る
。
五　
「
吾
妻
能
」「
照
葉
能
」
と
「
興
行
許
可
」
　
明
治
維
新
期
、
一
方
「
謡
曲
」
と
そ
れ
に
関
わ
る
能
役
者
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
見
て
み
た
い
。
明
治
五
年
八
月
二
十
三
日
、
教
部
省
は
、
演
劇
・
音
曲
に
関
係
し
て
「
能
狂
言
ヲ
始
メ
音
曲
歌
舞
弊
習
ヲ
洗
除
シ
風
化
ノ
一
助
ト
為
サ
シ（
萱
）ム
」
と
い
う
布
達
を
出
し
た
。
こ
れ
を
引
用
す
る
と
、
　
　
能
狂
言
ヲ
始
メ
音
曲
歌
舞
ノ
類
ハ
、
人
心
風
俗
ニ
関
係
ス
ル
処
不
少
候
ニ
付
、
左
ノ
通
、
各
管
内
営
業
ノ
者
共
ヘ
可
相
達
事
。
教
部
　
　
一
、
能
狂
言
以
下
演
劇
ノ
類
、
御
歴
代
ノ
皇
上
ヲ
摸
擬
シ
、
上
ヲ
褻
瀆
シ
奉
リ
候
体
ノ
儀
無
之
様
、
厚
注
意
可
致
事
。
　
　
一
、
演
劇
ノ
類
、
専
ラ
勧
善
懲
悪
ヲ
主
ト
ス
ヘ
シ
。
淫
風
醜
態
ノ
甚
シ
キ
ニ
流
レ
、
風
俗
ヲ
敗
リ
候
様
ニ
テ
ハ
不
相
済
候
間
、
弊
習
ヲ
洗
除
シ
、
漸
々
風
化
ノ
一
助
ニ
相
成
候
様
、
可
心
掛
事
。
　
　
一
、
演
劇
其
他
、
右
ニ
類
ス
ル
遊
芸
ヲ
以
テ
渡
世
致
シ
候
ヲ
制
外
者
抔
ト
相
唱
ヘ
候
従
来
ノ
弊
風
有
之
、
不
可
然
儀
ニ
候
条
、
自
今
ハ
身
分
相
応
行
儀
相
慎
ミ
、
営
業
可
致
事
。
と
な
る
。「
能
狂
言
ヲ
始
メ
音
曲
歌
舞
ノ
類
」
と
「
能
狂
言
」
を
「
音
曲
歌
舞
」
に
分
類
す
る
と
と
も
に
そ
の
最
上
位
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
能
狂
言
に
つ
い
て
は
、「
御
歴
代
ノ
皇
上
ヲ
摸
擬
シ
、
上
ヲ
褻
瀆
シ
奉
リ
候
体
ノ
儀
無
之
様
、」
と
言
わ
れ
て
い
る
。「
勧
善
懲
悪
」
を
主
と
す
る
べ
き
こ
と
と
、「
淫
風
醜
態
」
に
流
れ
て
い
る
と
い
う
批
判
は
「
演
劇
ノ
類
」
と
な
っ
て
お
り
、
能
狂
言
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。
ま
た
、「
制
外
者
」
と
自
称
し
た
の
は
、
華
美
な
生
活
を
す
る
な
ど
「
身
分
相
応
行
儀
」
を
守
ら
な
い
こ
と
を
正
当
化
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
も
「
演
劇
其
他
、
右
ニ
類
ス
ル
遊
芸
ヲ
以
テ
渡
世
致
シ
候
ヲ
」
で
、
能
役
者
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
能
狂
言
と
能
役
者
に
つ
い
て
は
、「
人
心
風
俗
」
に
関
し
て
は
問
題
が
な
い
と
思
わ
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
。
　
「
歌
舞
伎
」「
踊
り
」「
清
元
」「
常
盤
津
」
な
ど
で
も
、
特
に
女
性
の
関
わ
る
興
行
に
関
す
る
規
制
は
厳
し
か
っ
た
。
明
治
七
年
四
月
二
十
五
日
付
で
加
藤
清
次
・
冨
永
禄
右
衛
門
よ
り
、
男
の
み
の
歌
舞
伎
が
許
可
さ
れ
て
女
性
の
歌
舞
伎
が
明
治
に
入
っ
て
禁
止
さ
れ
た
の
は
不
当
で
あ
る
と
し
て
、「
劇
場
芸
婦
之
儀
ニ
付
奉
建
言
候
書（
粥
）付
」
が
だ
さ
れ
た
。
こ
れ
に
関
し
て
内
務
課
は
同
年
四
月
二
十
七
日
付
で
副
議
長
に
採
用
し
な
い
よ
う
意
見
を
つ
け
て
送
っ
て
い
る
。
そ
の
意
見
を
引
用
す
る
と
、
飯　塚　恵理人
六
　
　
東
京
府
士
族
加
藤
清
次
浜
松
県
士
族
冨
永
禄
右
衛
門
女
劇
設
立
建
白
致
熟
議
候
処
彼
ノ
劇
場
ノ
如
キ
ハ
大
ニ
風
俗
ニ
関
係
ス
男
劇
ト
雖
ト
モ
未
タ
従
前
ノ
弊
ヲ
一
洗
セ
ス
動
モ
ス
レ
ハ
淫
風
誘
導
ノ
恐
レ
モ
有
之
況
ン
ヤ
女
劇
ヲ
ヤ
是
等
ノ
事
ハ
決
テ
御
採
用
難
相
成
建
白
書
ハ
本
人
へ
差
返
可
然
ト
存
候
也
と
な
る
。
冒
頭
で
あ
げ
た
名
古
屋
の
「
吾
妻
能
」
は
ま
さ
に
女
性
に
よ
る
歌
舞
劇
で
あ
る
。
そ
の
興
行
が
許
可
さ
れ
る
に
つ
い
て
は
、
名
古
屋
と
い
う
近
世
か
ら
芝
居
に
関
す
る
規
制
が
そ
れ
ほ
ど
厳
し
く
な
い
土
地
柄
と
い
う
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
が
「
能
」
の
本
文
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、「
猥
褻
」
な
文
章
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。
名
古
屋
の
「
吾
妻
能
」
は
、
「
元
御
役
者
」
の
高
安
流
脇
方
西
村
大
蔵
が
中
心
と
な
り
、「
狂
言
方
・
四
拍
子
共
玄
人
交
」
と
狂
言
・
囃
子
方
に
も
玄
人
の
能
役
者
が
い
た
こ
と
を
表
に
出
し
、「
元
御
役
者
」
の
指
導
に
よ
る
と
い
う
権
威
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
純
粋
な
能
・
狂
言
で
は
な
い
。
当
時
能
狂
言
の
興
行
は
、
家
元
か
ら
免
許
を
受
け
た
も
の
で
な
く
て
は
出
来
な
か
っ
た
。
明
治
五
年
九
月
の
額
田
県
の
「
布（
刈
）達
」
を
引
用
す
る
と
、
　
　
第
八
号
　
　
能
狂
言
興
行
ノ
節
劇
場
同
様
相
当
ノ
税
相
納
日
限
ヲ
限
リ
可
願
出
候
事
　
　
但
能
役
者
家
元
ヨ
リ
免
許
状
相
受
来
候
者
ノ
外
平
民
共
物
好
ニ
テ
相
催
候
儀
不
相
成
候
事
　
　
右
之
通
区
内
無
洩
可
相
達
候
事
　
　
　
壬
申
九
月　
額
田
県
と
あ
る
。「
能
」
興
行
は
「
家
元
」
の
免
許
が
必
要
な
の
で
、「
吾
妻
能
」「
照
葉
能
」
な
ど
「
能
」
の
名
を
つ
け
な
が
ら
別
の
も
の
と
し
て
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
東
京
で
も
、
こ
の
時
期
、「
吾
妻
能
」
の
興
行
許
可
が
お
り
て
い
た
。
「
読
売
新
聞
」
明
治
八
年
三
月
一
日
朝
刊
一
面
に
は
万
世
橋
で
の
吾
妻
能
の
記
事
が
載
る
。
こ
の
記
事
を
引
用
す
る
と
、
　
　
○
此
た
び
神
田
萬
世
ば
し
内
に
て
吾
妻
能
を
は
じ
め
合
の
狂
言
に
ハ
長
唄
浄
瑠
璃
な
ど
も
交
ぜ
て
面
白
い
趣
向
に
と
り
仕
組
芳
原
の
男
芸
者
た
ち
も
茶
番
の
や
う
な
こ
と
を
い
た
す
と
い
ふ
と
な
る
。「
狂
言
」
の
方
は
「
長
唄
浄
瑠
璃
」
が
台
本
の
文
章
に
入
っ
て
い
る
。「
男
芸
者
」
が
「
茶
番
」
を
演
じ
る
こ
と
を
考
え
て
も
、
遊
郭
の
雰
囲
気
を
も
つ
劇
と
は
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
風
紀
上
よ
く
は
な
い
が
、「
能
」
の
部
分
に
猥
褻
な
文
章
は
な
い
の
で
許
可
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
吾
妻
能
の
許
可
は
、「
読
売
新
聞
」
明
治
十
一
年
八
月
十
三
日
朝
刊
一
面
に
、
　
　
○
銀
座
通
り
の
煉
瓦
屋
で
見
世
物
類
を
興
行
す
る
事
ハ
お
差
止
め
に
な
ッ
て
居
た
が
当
分
の
う
ち
比
丘
尼
橋
よ
り
土
橋
ま
で
の
間
の
お
堀
端
通
り
だ
け
ハ
今
様
白
拍
子
吾
妻
狂
言
の
類
を
興
行
す
る
事
ハ
お
差
許
し
に
な
る
と
か
い
ふ
と
あ
る
。「
吾
妻
狂
言
」
は
「
見
世
物
類
」
の
興
行
の
中
で
は
比
較
的
害
が
少
な
い
と
み
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
「
吾
妻
能
」
を
演
じ
る
人
は
、
遊
郭
関
係
の
社
会
的
な
地
位
の
低
い
人
々
で
あ
っ
た
。「
能
」
と
い
う
名
を
つ
け
て
興
行
し
た
こ
と
は
、「
踊
り
」「
長
唄
」
の
興
行
と
し
て
は
「
女
性
」
の
演
劇
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
な
か
な
か
許
可
が
お
り
な
か
っ
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。
明
治
初
期
の
「
吾
妻
能
」
興
行
は
、
劇
の
内
容
は
と
も
か
く
も
と
し
て
、
遊
郭
の
雰
囲
気
を
濃
厚
に
も
っ
て
お
り
、
風
紀
上
問
題
と
な
る
要
素
を
孕
ん
で
い
た
と
考
え
て
よ
い
。
明
治
十
七
年
前
後
を
境
に
「
吾
妻
能
」「
照
葉
能
」
と
い
う
興
行
の
名
は
和
泉
祐
三
郎
の
一
座
を
例
外
と
し
て
徐
々
に
消
え
て
行
く
。
こ
れ
は
日
吉
吉
左
衛（
苅
）門
の
よ
う
な
主
役
級
の
役
者
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
芸
妓
と
娼
妓
の
分
化
が
進
ん
だ
こ
と
、
長
唄
・
舞
踊
が
一
般
家
庭
の
趣
味
と
し
て
認
め
ら
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
興
行
が
許
可
さ
れ
や
す
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
だ
ろ
う
。「
吾
妻
能
」
で
「吾妻能」の周辺
七
演
じ
ら
れ
た
「
能
」
を
素
材
と
し
た
舞
踊
・
長
唄
な
ど
は
、「
吾
妻
能
」
と
い
う
興
行
上
の
名
称
が
な
く
な
っ
た
後
も
、
舞
踊
・
長
唄
の
演
目
の
一
部
と
し
て
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
六　
　
「
芸
能
」
の
後
援
者
と
し
て
の
華
族
・
官
員
・
大
商
人
　
明
治
初
期
、「
舞
踊
」
や
「
三
味
線
」
は
上
流
階
級
の
人
々
の
嗜
む
も
の
で
は
な
い
と
い
う
考
え
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
「
読
売
新
聞
」
明
治
八
年
五
月
二
十
八
日
朝
刊
二
面
に
は
、
娘
に
踊
り
と
三
味
線
の
稽
古
を
さ
せ
る
華
族
の
記
事
が
載
る
。
こ
れ
を
引
用
す
る
と
、
　
　
○　
本
所
三
目
辺
に
て
御
名
前
ハ
忘
れ
ま
し
た
が
何
々
従
五
位
と
い
ふ
華
族
様
に
十
か
十
一
位
の
学
校
に
て
御
修
業
盛
り
な
御
姫
様
が
毎
朝
早
く
か
ら
紅
や
白
粉
の
御
化
粧
も
出
来
奇
麗
な
御
召
物
を
召
し
ま
し
て
三
十
斗
り
の
女
中
が
お
供
で
両
国
橋
を
お
渡
り
な
さ
る
ゆ
ゑ
定
し
学
校
へ
で
も
お
出
な
さ
る
事
と
思
ひ
ま
し
た
ら
さ
う
で
ハ
な
く
て
矢
張
新
聞
屋
さ
ん
の
悪
く
い
ふ
舞
踊
と
三
味
線
の
お
稽
古
に
お
出
な
さ
る
の
で
其
女
中
ハ
地
引
と
か
云
者
だ
と
い
ふ
が
私
し
共
の
娘
な
ら
末
は
芸
妓
か
権
妻
に
で
も
す
る
為
に
彼
様
な
稽
古
を
さ
せ
ま
す
が
華
族
様
も
矢
張
家
禄
の
無
く
な
ッ
た
時
の
事
を
お
考
へ
な
さ
れ
て
お
仕
込
み
な
さ
る
の
や
ら
分
り
ま
せ
ん
が
何
に
せ
よ
其
親
御
の
御
了
簡
方
ハ
新
聞
社
さ
ん
抔
に
ハ
気
に
入
り
ま
す
ま
い
 
 
両
国
橋
に
屯
す
る
人
力
曳
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
批
判
は
「
清
元
」
に
つ
い
て
も
挙
げ
ら
れ
る
。「
読
売
新
聞
」
明
治
十
年
十
二
月
二
十
二
日
朝
刊
二
面
に
は
　
　
○　
愛
宕
下
で
下
女
下
男
を
遣
ふ
立
派
な
家
で
ハ
学
齢
の
娘
と
息
子
が
あ
る
が
旦
那
ハ
妾
の
家
へ
ば
か
り
い
ッ
て
居
て
留
守
が
ち
其
お
か
み
さ
ん
ハ
朝
か
ら
三
味
線
を
取
出
し
て
爪
び
き
の
お
楽
し
み
殊
に
娘
へ
頻
り
に
清
元
を
仕
込
む
の
で
師
匠
を
家
へ
呼
よ
せ
て
大
そ
う
勉
強
だ
か
ら
今
ハ
お
嬢
さ
ん
と
い
は
れ
て
も
先
へ
よ
る
と
芸
妓
か
権
妻
に
す
る
気
だ
ら
う
と
人
が
悪
口
を
い
ふ
か
ら
浮
気
な
稽
古
ハ
止
て
早
く
本
と
う
の
芸
を
教
へ
れ
バ
い
ゝ
に
と
な
る
。
華
族
が
娘
に
舞
踊
や
三
味
線
を
習
わ
せ
る
こ
と
に
関
す
る
批
判
の
記
事
と
全
く
論
調
は
同
じ
で
あ
る
。「
立
派
な
家
」
で
は
学
齢
に
達
し
た
娘
に
「
舞
踊
」「
三
味
線
」「
清
元
」
な
ど
を
習
わ
せ
て
も
娘
の
将
来
の
た
め
に
は
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
稽
古
を
さ
せ
て
い
る
と
娘
は
将
来
芸
妓
か
権
妻
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
四
民
平
等
」
と
い
う
形
で
身
分
制
度
そ
の
も
の
で
は
「
平
等
」
に
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、「
階
層
」「
階
級
」
と
い
う
も
の
が
意
識
さ
れ
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
「
趣
味
」「
教
養
」
が
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
実
際
に
は
華
族
・
資
産
家
で
娘
に
そ
の
稽
古
を
さ
せ
て
い
た
も
の
も
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
明
治
十
年
前
後
ま
で
「
長
唄
」「
舞
踊
」「
清
元
」
な
ど
は
、
芸
妓
な
ど
の
よ
う
な
「
下
層
階
級
」
の
趣
味
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
な
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
。
で
は
、
謡
曲
・
能
楽
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。「
読
売
新
聞
」
明
治
八
年
十
月
二
十
五
日
朝
刊
一
面
の
華
族
能
に
関
す
る
記
事
に
は
、
能
楽
は
「
華
族
」
の
趣
味
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
と
認
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
表
現
が
あ
る
。
こ
れ
を
引
用
す
る
と
、
　
　
○　
昨
日
金
剛
の
家
に
て
能
が
有
り
ま
し
た
其
時
華
族
も
出
ら
れ
て
絵
馬
ハ
上
杉
君
、
俊
寛
ハ
水
野
君
、
桜
川
ハ
内
藤
君
、
道
成
寺
ハ
前
田
君
、
船
弁
慶
ハ
南
部
君
が
い
た
さ
れ
会
主
ハ
春
日
五
平
次
で
有
ッ
た
と
い
ふ
此
せ
つ
ハ
華
族
方
が
と
や
か
く
い
は
れ
る
か
ら
御
気
ば
ら
し
に
節
々
ハ
宜
し
か
ろ
う
と
な
る
。
華
族
が
能
の
シ
テ
を
勤
め
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
の
記
事
だ
が
、
度
を
越
さ
な
け
れ
ば
「
気
晴
ら
し
」
に
よ
い
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。「
謡
飯　塚　恵理人
八
曲
」
と
「
浄
瑠
璃
」「
清
元
」
と
の
違
い
は
、
謡
曲
に
は
「
猥
褻
」
な
本
文
が
な
く
、
そ
の
点
で
風
紀
上
の
問
題
が
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
時
点
で
シ
テ
を
勤
め
た
華
族
は
全
員
が
男
性
で
あ
る
。
男
性
の
み
の
「
色
事
」
の
要
素
の
無
い
「
高
尚
」
な
芸
と
し
て
、
謡
曲
・
能
楽
は
上
流
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
芸
能
と
認
知
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
と
言
え
る
。
七　
「
吾
妻
能
」
と
能
楽
師
　
吾
妻
能
・
今
様
能
な
ど
が
、
風
紀
上
問
題
視
さ
れ
て
い
た
以
上
、
能
楽
師
が
こ
れ
に
関
わ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
世
間
に
も
よ
く
思
わ
な
い
人
は
い
た
。「
郵
便
報（
瓦
）知
」
明
治
七
年
三
月
十
六
日
に
は
、
浅
草
の
日
吉
吉
左
衛
門
の
興
行
を
批
判
し
た
投
書
が
載
る
。
こ
れ
を
引
用
す
る
と
、
　
　
浅
草
蔵
前
辺
に
て
旧
御
役
者
連
中
集
合
し
、
来
月
六
日
、
鶴
亀
、
朝
妻
、
其
他
数
番
の
能
狂
言
興
行
あ
り
て
、
更
に
趣
向
を
一
変
し
観
者
の
競
ふ
を
謀
り
柳
橋
の
歌
妓
を
雇
ひ
打
交
り
て
催
さ
ん
と
、
昨
今
雇
ひ
方
談
判
中
の
由
風
聞
せ
り
。
此
説
全
く
虚
な
る
や
否
。
若
果
し
て
実
な
ら
ば
能
役
者
の
大
な
る
失
体
と
云
べ
く
、
弥
無
能
無
益
の
賤
業
に
陥
り
江
湖
の
唾
棄
す
る
処
と
な
り
、
益
衰
微
を
招
く
な
る
べ
し
。
又
絃
妓
輩
は
其
企
に
応
せ
ざ
る
こ
と
必
定
な
ら
ん
。
彼
、
若
其
場
に
上
る
こ
と
あ
ら
ば
、
是
必
ず
三
円
の
賦
税
に
窮
し
て
余
業
を
働
く
も
の
な
ら
ん
と
同
く
世
間
に
嘲
笑
せ
ら
れ
ん
。
慎
し
む
べ
き
は
分
限
な
り
。 
直
道
隠
士　
と
な
る
。「
吾
妻
能
」
興
行
が
能
役
者
に
と
っ
て
、「
賤
業
」
に
陥
る
こ
と
と
な
り
、
人
々
に
唾
棄
さ
れ
て
能
そ
の
も
の
の
衰
微
を
招
く
と
す
る
と
こ
ろ
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
芸
妓
に
と
っ
て
も
、
催
し
に
参
加
す
る
の
は
月
三
円
の
鑑
札
税
が
払
え
な
い
の
で
「
余
業
」
と
し
て
出
る
の
だ
ろ
う
と
馬
鹿
に
さ
れ
る
も
と
だ
と
し
て
、「
吾
妻
能
」
へ
の
出
勤
を
批
判
す
る
。
こ
の
時
点
で
「
吾
妻
能
」
の
試
み
は
、
風
紀
上
い
か
が
わ
し
い
も
の
と
見
な
さ
れ
、
芸
術
的
な
運
動
と
は
全
く
認
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
は
注
意
す
べ
き
だ
ろ
う
。
明
治
五
年
の
「
教
部
省
布
達
」（
前
掲
）
を
見
て
も
能
役
者
は
世
間
的
に
見
て
歌
舞
伎
役
者
の
よ
う
な
「
制
外
者
」
と
は
見
な
さ
れ
て
い
な
い
。「
吾
妻
能
」
に
関
わ
れ
ば
、
能
役
者
も
歌
舞
伎
役
者
と
同
列
に
扱
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。
名
古
屋
で
も
、
大
野
藤
五
郎
貴
久
の
名
を
記
し
た
、
吾
妻
能
に
出
勤
し
て
い
な
い
こ
と
、
吾
妻
能
に
出
勤
し
た
者
と
と
も
に
能
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と
、
婦
人
と
能
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と
を
誓
う
「
誓
（
乾
）状
」
の
雛
形
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
「
拙
者
儀
、
吾
妻
能
与
唱
候
野
卑
成
芸
道
等
江
、
致
関
係
候
儀
、
一
切
致
間
敷
候
。
絶
而
右
江
同
勤
い
た
し
候
者
并
婦
人
共
と
ハ
、
芸
事
江
付
候
儀
、
決
而
相
手
取
申
間
舗
候
。
右
之
条
々
、
神
そ
偽
無
之
候
事
、
依
如
件
」
と
あ
り
、「
吾
妻
能
」
に
出
勤
し
た
人
と
も
交
際
し
て
い
な
い
と
い
う
徹
底
的
に
吾
妻
能
を
否
定
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
能
楽
師
に
と
っ
て
「
賤
業
」
に
関
係
し
て
い
な
い
こ
と
が
、
世
間
体
を
守
り
、
愛
好
者
を
獲
得
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。「
東
京
日
日
新
（
侃
）聞
」
明
治
十
二
年
九
月
十
七
日
に
よ
れ
ば
神
田
区
の
謡
曲
営
業
人
は
免
税
と
な
っ
て
い
る
。
神
田
区
の
府
庁
へ
の
伺
い
は
「
尤
謡
曲
之
義
ハ
人
寄
席
ニ
出
稼
致
シ
候
モ
ノ
ニ
無
之
、
全
ク
遊
芸
稼
人
ト
別
種
類
ノ
モ
ノ
ト
相
考
候
条
、
地
方
税
改
正
以
降
ハ
除
税
候
テ
可
然
哉
、」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、「
謡
曲
営
業
人
」
を
「
遊
芸
稼
人
」
と
「
別
種
類
」
と
し
て
い
る
。
自
分
た
ち
を
「
遊
芸
稼
人
」
と
違
う
も
の
と
見
せ
る
努
力
が
現
実
的
に
も
効
果
を
発
揮
し
た
例
と
言
え
る
。
八　
「
長
唄
」
の
地
位
向
上
　
明
治
十
年
前
後
の
時
期
に
於
い
て
長
唄
、
浄
瑠
璃
な
ど
は
「
低
い
階
級
の
趣
味
」
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
節
ま
で
に
述
べ
た
。
こ
れ
「吾妻能」の周辺
九
は
、
日
露
戦
争
後
に
な
る
と
様
相
が
変
わ
っ
て
く
る
。「
読
売
新
聞
」
明
治
三
十
九
年
十
二
月
六
日
朝
刊
三
面
に
は
、「
年
末
と
各
種
遊
芸
」
と
い
う
題
で
、
筝
曲
・
長
唄
が
中
流
以
上
の
家
庭
の
子
女
に
広
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
こ
の
記
事
を
引
用
す
る
と
、
　
　
年
の
暮
れ
の
忙
は
し
き
に
風ま
さ
か逆
琴
三
味
線
で
も
あ
る
ま
い
と
思
ふ
人
も
あ
る
べ
け
れ
ど
事
実
は
全
く
異
り
遊
芸
中
殊
に
高
尚
な
る
筝
曲
長
唄
の
如
き
却
つ
て
当
月
は
月
末
よ
り
の
休
も
あ
り
且
つ
新
年
に
な
れ
ば
晴
れ
て
弾
く
べ
き
折
も
あ
る
處
よ
り
例
月
よ
り
も
一
層
稽
古
を
励
み
つ
ゝ
あ
り
概
し
て
筝
曲
、
長
唄
等
を
稽
古
す
る
も
の
は
常
盤
津
、
清
元
等
を
習
ふ
者
と
自
ら
其
類
を
異
に
し
多
く
は
中
流
以
上
の
家
庭
の
子
女
な
れ
ば
別
に
家
庭
に
あ
つ
て
手
助
け
を
す
る
の
要
も
な
く
師
走
の
風
は
何
處
を
吹
く
か
と
云
ふ
如
き
有
様
な
り
只
だ
弟
子
中
尤
も
少
数
な
る
良
人
を
有
す
る
も
の
に
至
り
て
は
或
は
買
物
と
か
春
衣
の
仕
度
と
か
に
て
時
々
は
休
む
者
あ
る
も
之
れ
と
て
一
ヶ
月
全
く
休
む
者
は
稀
な
り
ま
た
筝
曲
は
数
年
前
迄
殆
ん
ど
山
田
流
に
限
る
如
く
生
田
流
は
其
師
匠
も
皆
無
の
如
き
姿
な
り
し
が
近
来
地
方
よ
り
上
京
す
る
女
学
生
の
多
数
な
る
に
随
ひ
生
田
流
の
師
匠
も
出
来
、
中
に
は
現
に
山
田
流
の
筝
曲
を
授
け
つ
ゝ
あ
る
者
に
て
も
弟
子
の
好
み
に
応
じ
生
田
流
を
教
ふ
る
者
も
あ
る
よ
し
尚
近
来
西
洋
音
楽
に
趣
味
を
有
す
る
者
多
く
な
り
し
為
め
男
女
学
生
に
て
ピ
ア
ノ
ヴ
ァ
ヰ
オ
リ
ン
を
稽
古
す
る
者
多
き
も
別
に
日
本
音
曲
師
匠
に
影
響
を
及
ぼ
す
程
の
こ
と
無
し
と
と
な
る
。「
筝
曲
」「
長
唄
」
を
習
う
も
の
を
中
流
以
上
の
子
女
と
し
、「
清
元
」「
常
盤
津
」
を
習
う
も
の
よ
り
も
階
層
的
に
上
と
す
る
の
だ
が
、
三
十
年
間
で
長
唄
に
関
す
る
社
会
の
見
方
が
か
な
り
変
化
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
依
然
と
し
て
「
長
唄
」「
清
元
」
な
ど
習
う
「
趣
味
」
を
そ
の
人
の
属
す
る
「
階
級
」
と
結
び
つ
け
て
考
え
る
見
方
は
残
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
九　
ま
と
め　
明
治
期
の
能
楽
維
持
の
シ
ス
テ
ム
　
能
楽
・
謡
曲
と
、
歌
舞
伎
・
舞
踊
・
浄
瑠
璃
・
清
元
・
常
盤
津
な
ど
と
の
最
も
大
き
な
違
い
は
、
能
楽
の
本
文
で
あ
る
「
謡
曲
」
に
「
猥
褻
」
な
文
章
が
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
以
外
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
華
族
・
大
商
人
を
パ
ト
ロ
ン
と
す
る
こ
と
な
ど
共
通
点
も
多
い
。
明
治
維
新
期
、
身
分
制
度
は
崩
壊
し
、
華
族
・
士
族
等
の
名
称
は
残
っ
た
が
建
前
上
「
四
民
平
等
」
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
華
族
・
士
族
の
「
家
禄
」
は
減
ら
さ
れ
た
。
上
流
社
会
・
中
流
社
会
と
言
う
場
合
、
少
な
く
と
も
「
身
分
」「
家
禄
」
と
い
う
根
拠
は
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
明
治
維
新
の
早
い
時
期
に
、
そ
の
身
分
・
階
級
に
は
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
「
教
養
」「
趣
味
」
が
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
生
ま
れ
た
。
そ
し
て
「
華
族
」
で
あ
れ
ば
華
族
に
ふ
さ
わ
し
い
「
教
育
」
が
あ
り
、「
教
養
」
「
趣
味
」
の
な
い
も
の
は
非
難
さ
れ
た
。
ま
た
、
中
流
も
し
く
は
そ
れ
以
下
の
階
級
の
も
の
も
、
お
金
と
同
時
に
そ
れ
ら
の
高
尚
な
「
趣
味
」
を
身
に
つ
け
て
自
ら
の
「
階
級
」
的
な
価
値
を
上
げ
て
ゆ
こ
う
と
い
う
動
き
が
起
こ
っ
た
。
　
能
楽
師
は
、「
謡
曲
」
の
「
猥
褻
な
言
葉
が
な
い
」
と
い
う
特
性
を
活
か
し
、
能
楽
を
上
流
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
趣
味
で
あ
る
と
し
、
自
分
た
ち
は
そ
の
上
級
な
芸
を
教
え
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
社
会
的
な
地
位
を
占
め
よ
う
と
し
た
。
一
方
、
長
唄
・
浄
瑠
璃
・
清
元
な
ど
の
人
々
に
と
っ
て
、
謡
曲
を
自
ら
の
ジ
ャ
ン
ル
に
取
り
入
れ
る
こ
と
は
、「
猥
褻
」
と
い
う
批
判
を
避
け
る
も
っ
と
も
確
実
で
、
効
果
の
あ
る
方
法
で
あ
っ
た
。
長
唄
・
浄
瑠
璃
な
ど
の
人
々
も
謡
曲
と
同
様
に
華
族
・
官
吏
・
大
商
人
な
ど
を
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
謡
曲
の
師
匠
た
ち
と
競
争
し
て
い
る
ラ
イ
バ
ル
で
あ
っ
た
。
　
「
能
楽
」
も
「
長
唄
」「
清
元
」
も
、
基
本
的
に
玄
人
は
演
奏
会
の
出
演
料
で
生
活
す
る
の
で
は
な
く
、「
師
匠
」
と
し
て
素
人
弟
子
に
教
授
し
、
そ
の
稽
古
飯　塚　恵理人
一
〇
収
入
で
生
活
し
て
い
た
。
能
楽
師
に
し
て
み
れ
ば
、
長
唄
・
浄
瑠
璃
と
能
楽
が
同
次
元
に
扱
わ
れ
た
な
ら
ば
、
能
楽
を
「
上
級
な
芸
」「
上
流
社
会
の
人
の
趣
味
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
芸
」
と
し
て
愛
好
者
に
教
え
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
る
。
能
楽
師
に
と
っ
て
、
素
人
弟
子
の
「
自
分
は
『
上
級
な
芸
』
を
習
っ
て
い
る
の
だ
」
と
い
う
階
級
意
識
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
は
、
多
く
の
素
人
弟
子
を
引
き
付
け
、
教
授
料
を
他
の
芸
事
よ
り
も
若
干
高
く
設
定
す
る
上
で
も
必
要
な
こ
と
だ
っ
た
。
　
明
治
維
新
期
、「
能
楽
」
は
江
戸
時
代
の
大
名
な
ど
の
「
扶
持
」
を
離
れ
、
一
旦
経
済
的
な
援
助
を
失
っ
た
。
し
か
し
、
同
じ
明
治
維
新
期
に
「
高
尚
な
芸
」「
上
流
階
級
の
習
い
事
」
と
い
う
社
会
的
な
価
値
を
得
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
華
族
や
大
商
人
の
よ
う
に
上
流
階
級
で
あ
る
こ
と
を
維
持
し
た
い
人
、
上
流
階
級
に
上
っ
て
ゆ
き
た
い
新
興
の
人
々
と
い
う
、
両
方
の
愛
好
者
を
得
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
の
新
し
い
愛
好
者
と
新
し
い
能
楽
維
持
の
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
能
楽
は
明
治
維
新
期
を
乗
り
切
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
注（１
）  
「
吾
妻
能
」
等
に
関
す
る
明
治
五
年
か
ら
明
治
十
八
年
ま
で
の
新
聞
記
事
は
、『
明
治
の
能
楽
（
一
）』（
倉
田
喜
弘
編
著　
国
立
能
楽
堂
調
査
養
成
課
編
集　
日
本
芸
術
文
化
振
興
会　
平
成
六
年
三
月
発
行
）
の
「
第
二
部　
吾
妻
能
狂
言　
仙
助
能
・
照
葉
狂
言
」
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
（
２
）  
『
近
世
能
楽
史
の
研
究
』　
拙
稿　
雄
山
閣
出
版　
平
成
十
一
年
二
月
発
行　
二
三
頁
（
３
）  
『
明
治
建
白
書
集
成
』　
第
二
巻　
色
川
大
吉　
我
部
政
男
監
修　
内
田
修
道　
牧
原
憲
夫
編　
筑
摩
書
房　
平
成
二
年
六
月
発
行　
八
六
－
八
七
頁
（
４
）  
『
差
別
の
諸
相
』　
ひ
ろ
た
ま
さ
き
校
注　
日
本
近
代
思
想
大
系
22　
岩
波
書
店　
平
成
二
年
三
月
発
行　
一
六
九
頁
（
５
）  
注
（
４
）　
一
七
一
頁
（
６
）  
『
明
治
建
白
書
集
成
』　
第
四
巻　
色
川
大
吉　
我
部
政
男
監
修　
牧
原
憲
夫　
茂
木
陽
一
編　
筑
摩
書
房　
昭
和
六
三
年
八
月
発
行　
四
四
頁
（
７
）  
江
戸
期
か
ら
明
治
期
の
「
音
曲
」
観
に
つ
い
て
は
、「
音
曲
に
描
か
れ
た
性
」（
鹿
倉
秀
典
「
国
文
学　
解
釈
と
鑑
賞
」　
至
文
堂　
第
七
十
巻　
八
号　
平
成
十
七
年
八
月
一
日
発
行　
一
三
五
－
一
四
三
頁
）
が
詳
し
い
。
（
８
）  
『
明
治
の
能
楽
（
一
）』　
注
（
１
）　
三
八
－
三
九
頁
（
９
）  
『
明
治
建
白
書
集
成
』　
第
三
巻　
色
川
大
吉　
我
部
政
男
監
修　
牧
原
憲
夫
編　
筑
摩
書
房　
昭
和
六
一
年
一
〇
月
発
行　
三
一
一
－
三
一
二
頁
（
10
）  
『
喝
食
抄
』　
堂
本
正
樹
著　
ぺ
り
か
ん
社　
平
成
五
年
一
一
月
発
行　
二
三
〇
頁
（
11
）  
『
明
治
の
能
楽
（
一
）』　
注
（
１
）　
四
七
六
－
四
七
七
頁
（
12
）  
『
明
治
の
能
楽
（
一
）』　
注
（
１
）　
四
六
三
頁
（
13
）  
『
近
世
能
楽
史
の
研
究
』　
注
（
２
）　
二
六
－
二
七
頁
（
14
）  
『
明
治
の
能
楽
（
一
）』　
注
（
１
）　
一
二
四
頁
補
記　
本
稿
は
平
成
十
七
年
度
科
学
研
究
費
助
成
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）（
２
）
及
び
平
成
十
七
年
度
私
学
研
修
福
祉
会
国
内
研
修
の
成
果
の
一
部
と
な
り
ま
す
。
半
年
間
の
国
内
研
修
に
出
し
て
下
さ
い
ま
し
た
椙
山
女
学
園
大
学
の
皆
様
、
御
指
導
頂
き
ま
し
た
大
阪
大
学
大
学
院
教
授
天
野
文
雄
先
生
、
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
大
阪
大
学
文
学
部
演
劇
学
教
室
、
大
阪
大
学
図
書
館
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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